産業廃棄物処理業「収集・運搬及び積替え・保管職種/収集・運搬管理職務」


【概要】
顧客ニーズ、法令等のもと、収集・運搬の一連の流れを、効率や安全の面から計画化、進捗管理を行う職務。

【仕事の内容】

収集・運搬部門を統括し、そこに関わるすべての経営的な資源を的確に配分しながら経営目標に基づいた部門の達成すべき成果を確認し、それを達成するための業務課題を明確にした上で、部門活動を進めていくための計画を立て、達成管理していく仕事である。

部門の管理者としては、各活動に対する適切な目標を設定することで業績を確保するための豊富な知識や経験が必要となる。また、実務者においては、顧客からの収集依頼を管理し適切な収集運搬計画等の立案を行う能力が求められる。

【求められる知識・経験】

（１）廃棄物の排出側と処理・処分側それぞれのニーズを踏まえ、効率的な運搬計画を立案するための知識が必要となる。

（２）計画を実際に運用していくための、人員配置、スケジュール管理等のノウハウが求められる。

（３）適正な収益をあげるために、運搬の実績をもとに、実際の損益を把握するためのコスト管理に関する知識が求められる。

【関連する資格・検定等】
・運行管理者［実施機関：(財)運行管理者試験センター］

【平成１１年改定・労働省職業分類（小分類）との対応】

302　運行管理事務員（302-21 運行管理者）

479　その他の自動車運転の職業（479-10 危険物取扱者）


